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１．はじめに

　現在、順天堂大学保健看護学部では基礎看護学や公

衆衛生看護学、OSCE で地域住民を活用して学生の教

育を実践している。これらの模擬患者役割を担った地

域住民が看護教育に期待することは大きく、模擬患者

の養成に関するニーズは十分にあると考える
1）－ 3）

。

　保健看護学部 1 年生の初めての臨地実習である基

礎看護実習Ⅰは学生にとって不安と緊張が大きい。そ

のため、これまでも学生にとって効果的なオリエン

テーションの方法について試行錯誤してきた。

　2018 年度は現在進行中である模擬患者の潜在力を

活用した授業を発展させ、実習前オリエンテーション

に模擬患者参加型とした演習を実施することとした。

本報告は、この授業改善の試みが学生にとって基礎看

護実習に対する動機づけとなり、基礎看護の学習を促

進することを目的として実施した。
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１）　　　　　　　　　　

要　旨

　保健看護学部１年生の初めての臨地実習である基礎看護実習Ⅰは学生にとって不安と緊張が

大きい。そのため、これまでも学生にとって効果的なオリエンテーションの方法について試行

錯誤してきた。2018 年度は、現在進行中である模擬患者の潜在力を活用した授業を発展させ、

実習前オリエンテーションに模擬患者参加型の演習を実施した。その結果、学生と実習指導者、

実習担当教員からの意見ではおおむね効果的であった。このことから、臨地実習のオリエンテー

ションにおける模擬患者参加型の演習は、実習グループメンバー間のチームワークを促進し、

教員や実習指導者と顔合わせをすることができ、学生の実習への動機づけになることが推察さ

れた。今後も三島キャンパスならではの地域住民の力を活用した模擬患者参画の教育方法を模

索していきたい。

　　索 引 用 語：地域住民ボランティア、模擬患者、実習前演習

　　Key words：Volunteers from local residents,  Simulated Patients,  Pre-practice exercise
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Ⅱ．方　法

１．実習の概要

　2018 年度基礎看護実習Ⅰは 2019 年１月７日～ 18

日まで、１年生 122 名が前半と後半に分かれて、順

天堂大学医学部付属静岡病院、順天堂医院、東京江東

高齢者医療センターで実習を行った。実習が開始する

１月７日（月）は全学生に対して模擬患者参加型の演

習を含む実習のオリエンテーションを実施した。演習

には実習病院より実習指導者にも参加を依頼し、学生

の実習前演習に参加してもらった。

２．模擬患者を活用した実習オリエンテーションの方法

　地域住民 17 名に模擬患者として患者役を演じても

らい、実習グループ毎に代表学生を選び、コミュニケー

ション演習、日常生活援助の演習（車いす移乗、足浴、

環境整備）を実施し、模擬患者からのフィードバック、

観察役の学生たちからのフィードバックを行い、代表

学生が自己を振り返り、グループメンバーとチーム

ワークを高めて実習に臨む態勢をつくった。

３．データ収集および分析方法

　基礎看護実習の終了後、学生に実習への不安や緊張

の軽減、グループメンバーとのチームワークの形成、

実習指導者と教員とのコミュニケーションの促進につ

いての質問を５段階リッカートによる質問および自由

記述による調査を実施した。また、実習指導者と実習

担当教員に自由記載のアンケートを行い、実習前演習

の効果を分析した。

Ⅲ．結　果

１．学生のアンケート結果

　学生への自記式質問紙の結果を肯定意見（大変そう
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思う、そう思う）とマイナス意見（思わない、全く思

わない）に分けて集計した。学生120名中「実習への

緊張が軽減された」に対する肯定意見は57人（47.5％）

であった。「実習への不安が無くなった」に対する肯

定意見は39人（32.5％）であった。「看護技術に自信が

つ い た 」に対する肯定意見は30人（25.0％）であった。

「 実際の患者へのケアに役立った」 に対する肯定意見

は102人（85.0％）「グループメンバーとの関係づくり

に役立った」に対する肯定意見は106人（88.3％）「担

当教員とのコミュニケーションが促進された」に対す

る肯定意見は95人（79.2％）であった（図１）。

　学生の自由記述をカテゴリー化して分析した結果、

肯定的な記述として「患者の気持ちを知ることができ

援助前の説明の必要性を理解できた」「初めての実習

に向け実習のような環境で演習を行うことにより実

習のイメージを描けた」「自分の新たな課題の発見や

不足部分を知ることでさらなる練習の必要性を感じ

た」「実習メンバーの演習を見学することで多くの気

づきがあり新たな学びを得られた」「担当教員、指導者、

実習メンバーが揃うことで実習前にコミュニケーショ

ンを図れた」「実習前に演習や模擬患者からのアドバ

イスを受けられることで実習に対する不安がやわらい

だ」「模擬患者を相手にした演習方法のため実際に活

用できるコミュニケーション技術の習得ができた」「実

習前に気持ちを引き締めることができる効果的な演習

だった」という結果だった（表１）。反対にマイナス

の記述として「実習直前の演習であり模擬患者を前に

過緊張となったため実習に対する不安が増した」「全

員が代表学生になるように演習方法を改善してほし

い」という結果だった（表２）。

２．実習指導者・実習指導担当教員の自由記載の意見

　模擬患者参加型の実習前演習について、「効果的だっ

た」と答えた教員は 17 名中 14 名（82％）、「どちら

でもない」は３名、「効果的でなかった」と答えた教

員は１名であった。「効果的でない」と答えた教員は

「環境整備と足浴のケアの手順を、学生がどのように

習っているのかが分からず、学生も思いついたまま探

り探り行なっている様子であり、見ている学生も正解

が分からず、患者さんも褒めてくれるだけだったので、

アドバイスが困難であった」という意見であった。ま

た、「どちらでもない」と答えた教員の意見は「グルー

プの学生は自分自身の理想像と実施結果がかけ離れて

しまい、泣いて落ち込んでしまった。それを見たほか

の学生も実習に行くことがさらに怖くなったと言いに

来た」だった。「効果的だった」と答えた実習指導者

は 13 名中８名（61％）であり、「１年生の技術の習

得状況が具体的にわかり、準備に活かすことができた。

また使用している道具や手順が違えば、実践で学生が

困ると思うので、病院との相違を把握することができ

た」という意見であった。

Ⅳ．考　察

　学生と実習指導者、担当教員からの意見によると、

模擬患者参加型の演習はおおむね効果的であった。し

かし、少数ながらも貴重な意見として、演習を経験し

てますます不安になった学生もいた。一般的に不安と

は不特定な対象に対する安心できないこと、気がかり

（広辞苑）とされ、漠然とした不安が実際に模擬患者

を相手に演習をすることで、学生は看護技術の未熟さ

や、コミュニケーションの難しさを実感し、具体的な

不安へと変化していったと考えられる。実際に不安が

増した学生を実習でフォローした結果、実習評価は高

かった。このことから模擬患者参加型の演習は、グルー

プメンバーのチームワークを促進し、教員や実習指導

者と顔合わせをすることができ、学生の実習への動機

づけになったと考えられる。さらに学生同士で練習す

るよりも、模擬患者は実際の患者役に近い存在であり、

模擬患者からのフィードバックはポジティブなもので

あったことから、学生の意欲を増し、看護技術の復習

や実習内容の予習に役立ったと考えられる。
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表１：模擬患者参画型の実習前演習について（学生の肯定的な意見）
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Ⅴ．今後の課題と方向性

　今後の課題として以下の点が挙げられる。

１．実習前演習の時期を実習開始直前ではなく、学生

が事前に練習や復習ができる時期に早めることである。

そのことで、演習によって確認できた反省点を学生が

復習でき、実際の実習で活用できると考えられる。

２．演習方法を見直す。時間と場所の制約から代表学

生だけが模擬患者との演習を実演し、周りで見学学生

が観察していた方式では、見学学生の満足度が低い。

すべての学生に均等に学ぶ機会を設けることが課題で

ある。

３．実習指導者や実習担当教員が演習に参加したのは、

学生にとっても効果的であった。しかしながら、十分

な打ち合わせの時間がなく、具体的なアドバイスや改

善に向けた指導がその場でできなかった。この問題点

を解決するために、事前に教員とは演習方法の打ち合

わせを行い、基礎看護学の教員だけでなく、全教員が

主体的にかかわる方法に改善する。

　今後も三島キャンパスならではの地域住民の力を活

用した模擬患者参画の教育方法の試みを模索していき

たい。
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